
平
成
二
十
一
年
十
二
月
四
日
受
領

答

弁

第

一

一

七

号

内
閣
衆
質
一
七
三
第
一
一
七
号

平
成
二
十
一
年
十
二
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩

山

由

紀

夫

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
高
市
早
苗
君
提
出
鳩
山
内
閣
の
科
学
技
術
政
策
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
高
市
早
苗
君
提
出
鳩
山
内
閣
の
科
学
技
術
政
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
発
言
又
は
提
言
に
つ
い
て
は
、
次
世
代
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
の
推
進
等
に

関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
を
述
べ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
事
業
仕
分
け
作
業
を
実
施
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
政
府
内
の
調
整
を
経
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
事
業
仕
分
け
作
業
の
冒
頭
に
、
担
当
府
省
の
職
員
か
ら
、
事
業
仕
分
け
の
対
象
と

な
る
事
業
・
組
織
等
（
以
下
「
対
象
事
業
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
の
説
明
を
聴
取
す
る
機
会
を
設
け
て
い
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
対
象
事
業
等
と
御
指
摘
の
「
科
学
技
術
関
連
予
算
」
の
分
類
の
仕
方
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
お
ら

一



ず
、
ま
た
、
対
象
事
業
等
が
「
科
学
技
術
関
連
予
算
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
及
び
そ
の
概
算
要
求
額
等
に
つ
い
て
の
調
査

に
膨
大
な
作
業
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
な
定
義
は
な
い
が
、
環
境
、
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
の
研
究
開
発
や
地
域
に
お
け
る
農
林
業
の
再
生
等
に
よ
り
、
地
球
規
模
で
の
制
約
と
な
る
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
生
活
・

地
域
社
会
シ
ス
テ
ム
の
転
換
や
新
産
業
創
出
等
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
環
境
と
経
済
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の
成
長
の
原

動
力
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
十
月
八
日
に
開
催
し
た
第
八
十
五
回
総
合
科
学
技
術
会
議
に
お
い
て
決
定
し
た
「
平
成
二
十
二
年
度
の
科

学
技
術
に
関
す
る
予
算
等
の
資
源
配
分
の
方
針
」
に
お
い
て
、
「
環
境
と
経
済
が
両
立
す
る
社
会
を
目
指
す
グ
リ
ー
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
」
を
最
重
要
政
策
課
題
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
つ
い
て
は
、
既
存
予
算
に
つ
い
て
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
厳
し
く
優
先
順
位
を
見
直
し
た

二



と
こ
ろ
で
あ
り
、
「
環
境
と
経
済
が
両
立
す
る
社
会
を
目
指
す
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
」
に
関
連
す
る
事
業
と

し
て
各
府
省
が
分
類
し
て
い
る
施
策
の
項
目
名
及
び
概
算
要
求
額
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

総
務
省

高
速
処
理
・
省
電
力
化
を
実
現
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ノ
ー
ド
構
成
技
術
の
研
究
開
発
（
五
億
六
千
百
万
円
）
、

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
高
信
頼
・
省
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
制
御
技
術
の
研
究
開
発
（
九
億
八
千
万
円
）
、
超
高
速
光

エ
ッ
ジ
ノ
ー
ド
技
術
の
研
究
開
発
（
六
億
三
千
万
円
）
、
環
境
負
荷
低
減
に
資
す
る
ホ
ー
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
の
研
究
開

発
（
三
億
五
千
万
円
）
、
地
球
温
暖
化
対
策
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
（
競
争
的
資
金
）
（
五
億
七
千
二
百
万

円
）
、
革
新
的
な
三
次
元
映
像
技
術
に
よ
る
超
臨
場
感
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
研
究
開
発
（
十
一
億
三
千
三
百
万

円
）
、
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
（
三
十
七
億
四
千
九
百
万
円
）
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
た
Ｉ
Ｔ
Ｓ
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
の
調
査
及
び
実
証
（
一
億
五
千
万
円
）

文
部
科
学
省

二
十
一
世
紀
気
候
変
動
予
測
革
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
十
六
億
四
千
万
円
）
、
地
球
観
測
シ
ス
テ
ム
構
築
推
進

プ
ラ
ン
（
三
千
五
百
万
円
）
、
気
候
変
動
適
応
戦
略
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（
二
十
四
億
四
千
万
円
）
、
気
候
変
動
適
応
策
を
推
進

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
革
（
十
億
円
）
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
（
建
設
段
階
）
等
の
推
進
（
百
億
円
）
、
高
速
増
殖
炉
（
Ｆ
Ｂ

Ｒ
）
サ
イ
ク
ル
技
術
（
三
百
八
十
四
億
千
四
百
万
円
）
、
革
新
的
水
素
製
造
技
術
開
発
（
五
億
五
千
万
円
）
、
Ｍ
Ｐ
レ
ー
ダ

三



を
用
い
た
土
砂
・
風
水
害
の
発
生
予
測
に
関
す
る
研
究
（
二
億
九
千
百
万
円
）
、
災
害
リ
ス
ク
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（
五
億
八
千
万
円
）
、
低
炭
素
社
会
実
現
の
た
め
の
社
会
シ
ナ
リ
オ
研
究
（
三
億
円
）
、
先
端
的
低
炭
素
化
技
術
開
発
（
三

十
五
億
円
）
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
研
究
事
業
（
う
ち
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
研
究
（
仮
称
）
）
（
五
億
六

千
万
円
）
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
研
究
事
業
（
う
ち
グ
リ
ー
ン
未
来
物
質
創
成
研
究
（
仮
称
）
）
（
五
億
五
千
万
円
）
、

戦
略
的
環
境
リ
ー
ダ
ー
育
成
拠
点
形
成
（
十
二
億
七
千
万
円
）
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
環
境
技
術
開
発
（
四
億

千
五
百
万
円
）
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
材
料
の
高
度
化
の
た
め
の
研
究
開
発
（
二
十
五
億
四
千
二
百
万
円
）
、
次
世
代
高
強

度
耐
熱
鋼
の
開
発
と
信
頼
性
の
確
立
（
五
億
八
千
二
百
万
円
）
、
航
空
機
・
エ
ン
ジ
ン
の
全
機
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術

及
び
先
進
要
素
技
術
（
十
七
億
三
千
百
万
円
）
、
航
空
に
関
す
る
先
行
的
研
究
（
静
粛
超
音
速
研
究
機
の
研
究
開
発
）
（
二

億
百
万
円
）
、
次
世
代
航
空
技
術
の
研
究
開
発
（
環
境
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
航
空
機
）
（
四
千
九
百
万
円
）
、
宇
宙
太
陽
光
発

電
に
係
る
研
究
開
発
（
五
億
円
）
、
地
球
環
境
変
動
研
究
（
三
十
二
億
千
八
百
万
円
）
、
海
洋
に
関
す
る
基
盤
技
術
開
発
／

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
開
発
（
三
億
二
千
二
百
万
円
）
、
陸
域
観
測
技
術
衛
星
（
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
）（
八
億
九
千
六
百
万
円
）
、

陸
域
観
測
技
術
の
高
度
化
（
四
千
万
円
）
、
陸
域
・
海
域
観
測
衛
星
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
（
七
億
六
千
四
百
万
円
）
、
温

室
効
果
ガ
ス
観
測
技
術
衛
星
（
Ｇ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｔ
）
（
十
四
億
三
千
六
百
万
円
）
、
全
球
降
水
観
測
／
二
周
波
降
水
レ
ー
ダ
（
Ｇ

四



Ｐ
Ｍ
／
Ｄ
Ｐ
Ｒ
）
（
十
五
億
六
千
百
万
円
）
、
地
球
環
境
変
動
観
測
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
（
七
十
九
億
二
千
三
百
万

円
）
、
雲
エ
ア
ロ
ゾ
ル
放
射
ミ
ッ
シ
ョ
ン
／
雲
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
レ
ー
ダ
（
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ
／
Ｃ
Ｐ
Ｒ
）
（
九
億

五
千
万
円
）
、
超
小
型
衛
星
研
究
開
発
事
業
（
十
億
円
）
、
戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業
（
う
ち
低
炭
素
戦
略
に
係
る
研
究

領
域
）
（
五
十
億
六
千
二
百
万
円
）

農
林
水
産
省

自
給
飼
料
を
基
盤
と
し
た
国
産
畜
産
物
の
高
付
加
価
値
化
技
術
の
開
発
（
七
億
六
百
万
円
）
、
農
林
水
産

分
野
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
緩
和
及
び
適
応
技
術
の
開
発
（
七
億
六
千
七
百
万
円
）
、
地
域
活
性
化
の
た
め

の
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
技
術
の
開
発
（
十
六
億
千
四
百
万
円
）
、
民
間
主
導
技
術
開
発
促
進
事
業
（
三
十
億
円
）

経
済
産
業
省

環
境
調
和
型
水
循
環
プ
ラ
ン
ト
実
証
事
業
（
七
億
円
）
、
資
源
循
環
実
証
事
業
（
三
億
八
千
万
円
）
、
ア

ジ
ア
資
源
循
環
実
証
事
業
（
二
億
六
千
万
円
）
、
次
世
代
半
導
体
材
料
・
プ
ロ
セ
ス
基
盤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
）

（
十
億
円
）
、
立
体
構
造
新
機
能
集
積
回
路
（
ド
リ
ー
ム
チ
ッ
プ
）
技
術
開
発
（
九
億
円
）
、
ス
ピ
ン
ト
ロ
ニ
ク
ス
不
揮
発

性
機
能
技
術
開
発
（
三
億
二
千
万
円
）
、
ナ
ノ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
半
導
体
新
材
料
・
新
構
造
技
術
開
発
（
五
億
円
）
、
グ

リ
ー
ン
・
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
ケ
ミ
カ
ル
プ
ロ
セ
ス
基
盤
技
術
開
発
（
十
億
八
千
万
円
）
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
鍛
造
部
材
技
術
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
一
億
五
千
二
百
万
円
）
、
先
端
機
能
発
現
型
新
構
造
繊
維
部
材
基
盤
技
術
の
開
発
（
四
億
七
千
八
百
万

五



円
）
、
高
出
力
多
波
長
複
合
レ
ー
ザ
ー
加
工
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
八
億
九
千
万
円
）
、
異
分
野
融
合
型
次
世
代
デ
バ
イ
ス

製
造
技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
八
億
二
百
万
円
）
、
国
際
標
準
提
案
型
研
究
事
業
（
十
四
億
円
）
、
代
替
フ
ロ
ン
等
排
出

削
減
施
設
等
導
入
促
進
事
業
（
十
億
円
）
、
低
炭
素
社
会
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
十
六
億
円
）
、
低
炭
素
社
会
を
実
現
す
る

超
低
電
圧
デ
バ
イ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
二
十
一
億
二
千
万
円
）
、
低
炭
素
社
会
を
実
現
す
る
新
材
料
パ
ワ
ー
半
導
体
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
二
十
億
円
）
、
中
小
企
業
シ
ス
テ
ム
基
盤
開
発
環
境
整
備
事
業
（
十
一
億
円
）
、
次
世
代
回
路
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

技
術
開
発
事
業
（
四
億
四
千
万
円
）
、
次
世
代
高
信
頼
・
省
エ
ネ
型
Ｉ
Ｔ
基
盤
技
術
開
発
・
実
証
事
業
（
十
二
億
五
千
三
百

万
円
）
、
低
炭
素
社
会
を
実
現
す
る
超
軽
量
・
高
強
度
な
融
合
材
料
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
十
五
億
円
）
、
先
進
空
力
設
計
等
研

究
開
発
（
三
十
三
億
三
千
万
円
）
、
航
空
機
用
先
進
シ
ス
テ
ム
基
盤
技
術
開
発
（
三
億
八
千
八
百
万
円
）
、
超
高
速
輸
送
機

実
用
化
開
発
調
査
（
一
億
三
千
四
百
万
円
）
、
日
米
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
技
術
研
究
・
標
準
化
協
力
事
業
（
四
億
円
）
、
研
究

協
力
事
業
（
六
億
円
）
、
高
温
超
電
導
ケ
ー
ブ
ル
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
四
億
二
千
万
円
）
、
発
電
プ
ラ
ン
ト
用
高
純
度
金

属
材
料
の
開
発
（
七
千
万
円
）
、
次
世
代
蓄
電
シ
ス
テ
ム
実
用
化
戦
略
的
技
術
開
発
（
系
統
連
系
円
滑
化
蓄
電
シ
ス
テ
ム
技

術
開
発
）
（
八
億
円
）
、
大
規
模
電
力
供
給
用
太
陽
光
発
電
系
統
安
定
化
等
実
証
研
究
（
二
億
円
）
、
イ
ッ
ト
リ
ウ
ム
系
超

電
導
電
力
機
器
技
術
開
発
（
二
十
九
億
千
六
百
万
円
）
、
新
発
電
シ
ス
テ
ム
等
調
査
研
究
委
託
費
（
二
千
七
百
万
円
）
、
次

六



世
代
大
型
低
消
費
電
力
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
基
盤
技
術
開
発
（
五
億
二
千
万
円
）
、
次
世
代
高
効
率
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
デ
バ
イ
ス
技

術
開
発
（
三
億
八
千
五
百
万
円
）
、
環
境
配
慮
型
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
技
術
（
グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）（
四
十
億
円
）
、

次
世
代
低
消
費
電
力
半
導
体
基
盤
技
術
開
発
（
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
）
（
十
八
億
五
千
万
円
）
、
次
世
代
プ
ロ
セ
ス
フ
レ
ン
ド
リ
ー

設
計
技
術
開
発
（
五
億
七
千
八
百
万
円
）
、
次
世
代
高
効
率
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
型
住
宅
シ
ス
テ
ム
技
術
開
発
・
実
証
事
業

（
六
千
三
百
万
円
）
、
高
速
不
揮
発
メ
モ
リ
機
能
技
術
開
発
（
四
億
九
千
万
円
）
、
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
キ
ャ
パ
シ
タ

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
二
億
五
百
万
円
）
、
ナ
ノ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
半
導
体
新
材
料
・
新
構
造
基
盤
技
術
開
発
（
窒
化
物

系
化
合
物
半
導
体
基
板
・
エ
ピ
タ
キ
シ
ャ
ル
成
長
技
術
の
開
発
）
（
二
億
三
千
三
百
万
円
）
、
低
損
失
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
新
機

能
部
材
技
術
開
発
（
三
億
円
）
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ハ
イ
パ
ー
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
技
術
の
開
発
（
六
億
円
）
、
革
新
的
ガ
ラ
ス
溶

融
プ
ロ
セ
ス
技
術
開
発
（
三
億
五
千
六
百
万
円
）
、
マ
ル
チ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
膜
新
断
熱
材
料
の
開
発
（
一
億
二
千
六
百
万

円
）
、
革
新
的
マ
イ
ク
ロ
反
応
場
利
用
部
材
技
術
開
発
（
三
億
千
三
百
万
円
）
、
鉄
鋼
材
料
の
革
新
的
高
強
度
・
高
機
能
化

基
盤
研
究
開
発
（
三
億
五
千
万
円
）
、
次
世
代
光
波
制
御
材
料
・
素
子
化
技
術
（
一
億
四
千
六
百
万
円
）
、
半
導
体
機
能
性

材
料
の
高
度
評
価
基
盤
開
発
（
四
千
万
円
）
、
革
新
的
省
エ
ネ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
製
造
技
術
開
発
（
一
億
六
千
八
百
万
円
）
、

次
世
代
蓄
電
池
材
料
評
価
基
盤
技
術
開
発
（
二
億
円
）
、
革
新
的
セ
メ
ン
ト
製
造
プ
ロ
セ
ス
基
盤
技
術
開
発
（
二
億
千
万

七



円
）
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
産
業
技
術
研
究
助
成
事
業
（
八
億
五
千
百
万
円
）
、
資
源
対
応
力
強
化
の
た
め
の
革
新
的

製
銑
プ
ロ
セ
ス
技
術
開
発
（
四
億
二
千
万
円
）
、
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
技
術
研
究
助
成
事
業
（
四
億
六
千
六
百
万
円
）
、

革
新
的
ノ
ン
フ
ロ
ン
系
断
熱
材
技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
一
億
七
千
五
百
万
円
）
、
ノ
ン
フ
ロ
ン
型
省
エ
ネ
冷
凍
空
調
シ

ス
テ
ム
の
開
発
（
七
億
七
千
万
円
）
、
微
生
物
機
能
を
活
用
し
た
環
境
調
和
型
製
造
基
盤
技
術
開
発
（
五
億
円
）
、
環
境
調

和
型
水
循
環
技
術
開
発
（
七
億
円
）
、
環
境
適
応
型
小
型
航
空
機
用
エ
ン
ジ
ン
研
究
開
発
（
五
億
三
千
四
百
万
円
）
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
革
新
技
術
開
発
事
業
（
七
十
億
円
）
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
事
業
（
九
億
七
千
六
百
万
円
）
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
合
理
化
高
効
率
紙
パ
ル
プ
工
程
技
術
開
発
（
四
千
八
百
万
円
）
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
研
究
開
発
（
百
二
十
一
億
五
千

四
百
万
円
）
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス
ト
事
業
（
二
億
九
千
百
万
円
）
、
次
世
代
蓄
電
シ
ス
テ
ム
実
用
化
戦

略
的
技
術
開
発
（
次
世
代
自
動
車
用
高
性
能
蓄
電
シ
ス
テ
ム
技
術
開
発
）
（
二
十
四
億
八
千
万
円
）
、
革
新
型
蓄
電
池
先
端

科
学
基
礎
研
究
事
業
（
三
十
億
円
）
、
Ｅ
�
地
域
流
通
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
モ
デ
ル
創
成
事
業
（
一
億
七
千
四
百
万
円
）
、
セ
ル

ロ
ー
ス
系
エ
タ
ノ
ー
ル
革
新
的
生
産
シ
ス
テ
ム
開
発
事
業
（
十
九
億
円
）
、
固
体
酸
化
物
形
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
要
素
技
術

開
発
（
八
億
円
）
、
水
素
製
造
・
輸
送
・
貯
蔵
シ
ス
テ
ム
等
技
術
開
発
（
十
三
億
五
千
万
円
）
、
水
素
貯
蔵
材
料
先
端
基
盤

研
究
事
業
（
九
億
円
）
、
水
素
先
端
科
学
基
礎
研
究
事
業
（
十
億
円
）
、
固
体
酸
化
物
形
燃
料
電
池
実
証
研
究
（
八
億
円
）
、

八



燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
等
実
証
研
究
（
九
億
円
）
、
戦
略
的
次
世
代
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
技
術
開
発
（
五
億
七
千
万

円
）
、
蓄
電
複
合
シ
ス
テ
ム
化
技
術
開
発
（
六
十
四
億
三
千
万
円
）
、
固
体
高
分
子
形
燃
料
電
池
実
用
化
推
進
技
術
開
発

（
五
十
一
億
円
）
、
次
世
代
型
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
研
究
開
発
事
業
（
四
億
円
）
、
石
炭
生
産
・
利
用
技
術
振
興
（
Ｐ

Ｇ
）
（
二
十
八
億
四
千
六
百
万
円
）
、
環
境
調
和
型
製
鉄
プ
ロ
セ
ス
技
術
開
発
（
十
億
円
）
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率

化
等
協
力
基
礎
事
業
（
五
億
円
）
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
化
等
モ
デ
ル
事
業
（
百
二
億
八
百
万
円
）
、
国
際
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
効
率
化
等
共
同
実
証
事
業
（
二
十
億
円
）
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
化
等
技
術
普
及
事
業
（
一
億
四
百
万

円
）
、
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
等
事
業
費
補
助
金
（
五
億
七
千
六
百
万
円
）
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
合
理
化
シ
ス
テ
ム
標
準
化
調
査
委
託
費
（
一
億
千
九
百
万
円
）
、
京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム
開
発
推
進
事
業
（
六
千
七
百
万

円
）
、
石
炭
生
産
・
利
用
技
術
振
興
（
Ｐ
Ｇ
外
事
業
分
）
（
七
億
七
千
三
百
万
円
）
、
次
世
代
軽
水
炉
等
技
術
開
発
費
補
助

金
（
十
九
億
四
千
万
円
）
、
使
用
済
燃
料
再
処
理
事
業
高
度
化
補
助
金
（
十
七
億
九
千
六
百
万
円
）
、
全
炉
心
混
合
酸
化
物

燃
料
原
子
炉
施
設
技
術
開
発
費
補
助
金
（
二
十
四
億
円
）
、
高
速
炉
再
処
理
回
収
ウ
ラ
ン
等
除
染
技
術
開
発
委
託
費
（
五
億

千
三
百
万
円
）
、
革
新
的
実
用
原
子
力
技
術
開
発
費
補
助
金
（
二
億
六
千
万
円
）
、
発
電
用
新
型
炉
等
技
術
開
発
委
託
費

（
五
十
六
億
二
千
百
万
円
）
、
戦
略
的
原
子
力
技
術
利
用
高
度
化
推
進
費
補
助
金
（
十
六
億
三
千
万
円
）
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル

九



燃
料
再
処
理
確
証
技
術
開
発
委
託
費
（
二
千
万
円
）
、
原
子
力
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
託
費
（
一
億
三
千
万
円
）
、
高
効

率
給
湯
器
導
入
促
進
事
業
費
補
助
金
（
九
十
億
円
）
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
等
導
入
促
進
対
策
費
補
助
金
（
百
億

円
）
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
（
双
方
向
通
信
機
能
を
有
す
る
電
子
式
の
電
力
量
計
）
の
大
規
模
導
入
実
証
実
験
（
六
億
五
千

百
万
円
）
、
分
散
型
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
量
導
入
促
進
系
統
安
定
対
策
事
業
（
三
億
五
千
七
百
万
円
）
、
革
新
的
次
世
代
石
油

精
製
等
技
術
開
発
（
三
十
三
億
七
千
六
百
万
円
）
、
組
成
制
御
型
高
度
石
油
精
製
技
術
開
発
事
業
（
一
億
円
）
、
二
酸
化
炭

素
回
収
技
術
高
度
化
事
業
（
一
億
八
千
万
円
）
、
二
酸
化
炭
素
挙
動
予
測
手
法
開
発
事
業
（
四
億
円
）
、
地
球
環
境
国
際
研

究
推
進
事
業
（
二
億
七
千
万
円
）
、
二
酸
化
炭
素
貯
留
隔
離
技
術
研
究
開
発
（
二
酸
化
炭
素
貯
留
隔
離
技
術
研
究
開
発
）

（
五
億
八
千
万
円
）
、
分
子
ゲ
ー
ト
機
能
Ｃ
Ｏ
�
分
離
膜
の
技
術
研
究
開
発
（
三
億
四
千
二
百
万
円
）
、
バ
イ
オ
技
術
活
用

型
二
酸
化
炭
素
大
規
模
固
定
化
技
術
開
発
（
七
千
五
百
万
円
）
、
二
酸
化
炭
素
削
減
技
術
実
証
試
験
委
託
費
（
五
十
九
億

円
）
、
希
少
金
属
等
高
効
率
回
収
シ
ス
テ
ム
開
発
（
二
億
円
）
、
次
世
代
構
造
部
材
創
製
・
加
工
技
術
開
発
（
次
世
代
航
空

機
用
構
造
部
材
創
製
・
加
工
技
術
開
発
）
（
三
億
六
千
八
百
万
円
）
、
太
陽
光
発
電
無
線
送
受
電
技
術
の
研
究
開
発
（
二
億

千
万
円
）
、
炭
素
繊
維
複
合
材
成
形
技
術
開
発
（
十
四
億
六
千
二
百
万
円
）
、
高
効
率
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
実
用
化
技
術
開
発

（
二
十
五
億
円
）
、
石
油
燃
料
次
世
代
環
境
対
策
技
術
開
発
（
七
億
五
千
万
円
）
、
将
来
型
燃
料
高
度
利
用
技
術
開
発
（
四

一
〇



億
円
）
、
石
炭
利
用
国
際
共
同
実
証
事
業
費
補
助
金
（
八
億
四
千
九
百
万
円
）
、
低
品
位
鉱
石
・
難
処
理
鉱
石
に
対
応
し
た

革
新
的
製
錬
プ
ロ
セ
ス
技
術
の
研
究
開
発
（
二
億
円
）
、
先
進
超
々
臨
界
圧
火
力
発
電
実
用
化
要
素
技
術
開
発
費
補
助
金

（
七
億
四
千
三
百
万
円
）
、
石
炭
利
用
技
術
開
発
（
二
億
五
千
万
円
）
、
気
候
変
動
対
応
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル
技
術
国
際
協
力

事
業
（
九
億
円
）
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
支
援
対
策
費
補
助
金
（
四
百
十
二
億
三
千
八
百
万
円
）
、
民
生
用
燃
料
電
池

導
入
支
援
補
助
金
（
八
十
億
円
）
、
住
宅
・
建
築
物
高
効
率
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
導
入
促
進
事
業
費
補
助
金
（
八
十
二
億

四
千
八
百
万
円
）
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
等
対
策
事
業
費
補
助
金
（
四
億
三
千
二
百
万
円
）
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
合
理
化
等
対
策
事
業
委
託
費
（
十
五
億
八
千
三
百
万
円
）
、
中
小
水
力
開
発
促
進
指
導
事
業
基
礎
調
査
委
託
費
（
二
億

四
千
五
百
万
円
）
、
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
複
合
最
適
化
実
証
事
業
費
補
助
金
（
十
億
円
）
、
ク
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車

導
入
促
進
事
業
費
補
助
金
（
四
億
円
）
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
等
導
入
促
進
対
策
費
補
助
金
（
七
億
五
千
万
円
）
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
加
速
化
支
援
対
策
費
補
助
金
（
三
百
八
十
八
億
四
千
五
百
万
円
）
、
地
球
温
暖
化
対
策
技
術
普
及
等

推
進
事
業
（
十
億
円
）
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
支
援
事
業
費
補
助
金
（
三
億
八
千
二
百
万
円
）
、
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム

普
及
用
技
術
基
準
調
査
委
託
費
（
七
千
三
百
万
円
）
、
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
調
査
委
託
費
（
千
七
百
万
円
）
、
火
力
関

係
設
備
効
率
化
技
術
調
査
（
六
千
二
百
万
円
）
、
先
進
操
縦
シ
ス
テ
ム
等
研
究
開
発
（
五
十
億
円
）

一
一



国
土
交
通
省

自
動
車
運
送
事
業
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
�
削
減
努
力
の
評
価
手
法
、
付
加
価
値
創
出
手
法
の
開
発
（
二
千
万
円
）
、

静
止
地
球
環
境
観
測
衛
星
の
整
備
（
七
十
五
億
四
千
六
百
万
円
）
、
次
世
代
低
公
害
車
開
発
・
実
用
化
促
進
事
業
（
三
億
七

千
五
百
万
円
）
、
燃
料
電
池
自
動
車
実
用
化
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
千
百
万
円
）
、
新
燃
料
の
安
全
性
・
低
公
害
性
評
価
事

業
（
千
九
百
万
円
）
、
海
洋
環
境
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
高
効
率
船
舶
）
（
八
億
四
千
百
万
円
）
、
地
域
交
通
、
物
流
の
革
新

を
促
す
新
た
な
低
炭
素
実
用
車
両
の
開
発
促
進
（
六
千
万
円
）

環
境
省

衛
星
観
測
経
費
（
運
営
費
交
付
金
の
一
部
）
（
六
億
九
千
六
百
万
円
）
、
環
境
研
究
総
合
推
進
費
（
競
争
的
資

金
）
（
五
十
四
億
二
千
万
円
）
、
地
球
環
境
保
全
試
験
研
究
費
（
三
億
千
二
百
万
円
）
、
循
環
型
社
会
形
成
推
進
科
学
研
究

費
補
助
金
（
競
争
的
資
金
）
（
十
七
億
三
千
八
百
万
円
）
、
衛
星
搭
載
用
観
測
研
究
機
器
製
作
費
（
七
千
万
円
）
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
報
告
書
作
成
支
援
事
業
費
（
三
千
六
百
万
円
）
、
気
候
変
動
影
響
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
等
経
費

（
三
億
三
千
六
百
万
円
）
、
世
界
に
貢
献
す
る
環
境
経
済
政
策
の
研
究
（
四
億
円
）
、
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル

（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
拠
出
金
（
千
七
百
万
円
）
、
排
出
・
吸
収
量
世
界
標
準
算
定
方
式
確
立
事
業
拠
出
金
（
一
億
六
千
五
百
万

円
）
、
低
炭
素
社
会
国
際
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
（
一
億
千
八
百
万
円
）
、
地
球
環
境
に
関
す
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
共

同
研
究
・
観
測
事
業
拠
出
金
（
二
億
千
五
百
万
円
）
、
燃
料
電
池
自
動
車
啓
発
推
進
費
（
二
千
六
百
万
円
）
、
エ
コ
燃
料
実
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用
化
地
域
シ
ス
テ
ム
実
証
事
業
費
（
二
十
八
億
円
）
、
高
濃
度
バ
イ
オ
燃
料
実
証
事
業
費
（
一
億
五
千
百
万
円
）
、
地
球
温

暖
化
対
策
技
術
開
発
等
事
業
（
競
争
的
資
金
）
（
五
十
億
七
千
百
万
円
）
、
二
酸
化
炭
素
海
底
下
地
層
貯
留
技
術
開
発
事
業

（
一
億
五
千
六
百
万
円
）
、
船
舶
の
省
Ｃ
Ｏ
�
対
策
の
推
進
に
向
け
た
モ
デ
ル
事
業
（
五
千
五
百
万
円
）
、
太
陽
光
発
電
等

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
推
進
事
業
（
六
億
四
千
四
百
万
円
）
、
エ
コ
燃
料
利
用
促
進
補
助
事
業
（
四
億
五
千
万
円
）

二
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
目
標
」
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
地
球
温
暖
化
問
題
に
関
す
る
閣
僚
委
員
会
等
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
現
時
点
で
「
環
境
と
経
済
が
両
立
す
る
社
会
を
目
指
す
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
」
が
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
に
ど
の
程
度
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
閣
議
決
定
は
、
二
千
二
十
五
年
ま
で
を
視
野
に
入
れ
、
豊
か
で
希
望
に
あ
ふ
れ
る
日
本
の
未
来
を
ど
の
よ
う
に

実
現
し
て
い
く
か
、
そ
の
た
め
の
研
究
開
発
、
社
会
制
度
の
改
革
、
人
材
の
育
成
等
、
短
期
及
び
中
長
期
に
わ
た
っ
て
取
り

組
む
べ
き
政
策
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

三
の
�
及
び
�
に
つ
い
て
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御
指
摘
の
閣
議
決
定
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
確
定
し
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
科
学
技
術
政
策

に
お
け
る
中
長
期
的
な
戦
略
は
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

四
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

基
礎
研
究
に
つ
い
て
は
、
人
類
の
英
知
を
生
み
知
の
源
泉
と
な
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
国
際
競
争
力
の
土
台
と
な
る
も

の
で
あ
り
、
「
科
学
技
術
基
本
計
画
」
（
平
成
十
八
年
三
月
二
十
八
日
閣
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
一
定
の
資
源
を
確
保
し
て

着
実
に
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
平
成
二
十
三
年
度
以
降
の
基
礎
研
究
を
含
め
た
科
学
技
術
政
策
の
方
針
に
つ
い
て
は
、

総
合
科
学
技
術
会
議
基
本
政
策
専
門
調
査
会
に
お
い
て
検
討
中
で
あ
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
科
学
技
術
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
多
様
性
を
確
保
す
る
基
礎
研
究
と
重
点
化
に
よ
る
研
究
開
発
そ
れ
ぞ

れ
の
重
要
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
科
学
技
術
政
策
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

五
の
�
に
つ
い
て

総
合
科
学
技
術
会
議
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
科
学
技
術
戦
略
本
部
（
仮
称
）
へ
の
発
展
的
改
組
も
視
野
に
入
れ

つ
つ
、
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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五
の
�
に
つ
い
て

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
科
学
技
術
政
策
）
及
び
宇
宙
基
本
法
（
平
成
二
十
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項

に
規
定
す
る
宇
宙
開
発
担
当
大
臣
（
以
下
「
宇
宙
開
発
担
当
大
臣
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
が
、

適
材
適
所
の
観
点
か
ら
、
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
、
そ
れ
ぞ
れ
菅
国
務
大
臣
及
び
前
原
国
務
大
臣
に
担
わ
せ
る
こ

と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

五
の
�
に
つ
い
て

総
合
科
学
技
術
会
議
の
議
員
は
、
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ

る
者
を
も
っ
て
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
同
項
第
三
号
の
「
各
省
大
臣
の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る

者
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
宇
宙

開
発
担
当
大
臣
は
指
定
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
、
そ
の
他
の
国
務
大
臣
に
つ
い
て
も
、
議
案
を
限
っ
て
、
臨

時
に
会
議
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

五
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
宇
宙
基
本
法
附
則
第
三
条
及
び
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
宇
宙
航
空
研

一
五



究
開
発
機
構
等
の
宇
宙
開
発
利
用
に
関
す
る
機
関
及
び
宇
宙
開
発
利
用
に
関
す
る
行
政
組
織
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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